
紫
式
部
―
上
村
松
園
―
特
別
展
示

◇
日
時　

開
催
中
～
十
二
月
十
六

　

日
（
月
）
午
前
十
時
～
午
後

　

五
時

※
火
・
水
休
館
（
特
別
開
館
日
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
）

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金　

入
場
料
が
必
要

「THE LEGEND & BUTTERFLY

」
上
映
会

（
こ
く
ふ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
運

営
協
議
会
）

◇
日
時　

六
月
三
十
日
（
日
）
午

　

後
一
時
～

◇
会
場　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

　

回
以
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
参
加
費　

一
回
千
五
百
円

◇
締
切　

八
月
二
十
三
日
（
金
）

飛
騨
民
踊
を
踊
る
会

（
高
山
民
謡
保
存
会
）

　

高
山
音
頭
、
ひ
だ
や
ん
さ
、

よ
い
と
そ
れ
等
、
飛
騨
の
民
謡

を
踊
れ
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

◇
日
程　

九
月
か
ら
火
曜
夜
六

　

回
（
月
二
回
）。
※
一
部
月
曜

◇
参
加
無
料

◇
締
切　

八
月
二
十
三
日
（
金
）

粋
な
男
の
き
も
の
講
座

（
玲
和
き
も
の
研
究
会
）

　

男
性
の
和
装
の
着
付
を
学
び

ま
す
。
粋
な
着
流
し
、
帯
結
び

か
ら
袴
の
履
き
方
ま
で
基
本
か

ら
学
び
ま
す
。
男
性
限
定
。

※
着
物
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◇
日
程　

九
月
か
ら
水
曜
夜
間

　

五
回
。
※
一
部
木
曜

◇
参
加
無
料

◇
締
切　

八
月
二
十
三
日
（
金
）

朗
読
入
門

（
語
り
部
ね
っ
と
）

　

文
学
作
品
、
児
童
向
け
絵
本

な
ど
の
朗
読
を
通
し
、
日
本
語

の
美
し
さ
を
経
験
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
日
程　

九
月
頃
か
ら
月
一
回
、

　

水
曜
夜
間
六
回
。
※
一
部
木
曜

◇
参
加
無
料　

◇
締
切　

八
月
二
十
三
日
（
金
）

「
岡
目
一
目
」

　
「
後
朝
の
別
れ
」
と
書
い
て

「
キ
ヌ
ギ
ヌ
の
わ
か
れ
」
と
読

む
。
共
寝
し
た
男
女
は
、
翌
朝

互
い
の
衣
を
着
て
別
れ
る
の
が

習
わ
し
。
昔
の
女
性
の
十
二
単

（
じ
ゅ
う
に
ひ
と
え
）
は
、
着

た
り
脱
い
だ
り
す
る
時
大
変
だ

っ
た
ろ
う
と
思
う
。

　

古
事
記
の
神
代
の
昔
か
ら
、

男
と
女
は
「
成
り
成
り
て
、

成
り
余
れ
る
と
こ
ろ
」
で
「
成

り
成
り
て
、
成
り
合
わ
ぬ
と

こ
ろ
」
を
補
い
合
っ
て
夜
が

明
け
る
。

　
「
後
朝
の
別
れ
」
と
は
、
な

ん
と
も
上
品
で
雅
び
な
言
葉
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
加

盟
団
体
の
協
力
を
得
て
、
毎
年

初
心
者
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
会
場
は
、
い
ず
れ
も
文
化

会
館
で
す
。
お
申
し
込
み
は
、

高
山
市
民
文
化
会
館
窓
口
ま
た

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
承
り
ま
す
。

夏
休
み
子
ど
も
詩
吟
教
室

（
暁
友
会
飛
騨
本
部
）

　

大
き
な
声
で
暑
さ
を
吹
っ
飛

ば
そ
う
！ 

声
の
出
し
方
の
練
習

か
ら
始
め
ま
す
。

　

菅
原
道
真
の
映
像
を
見
な
が

ら
、
道
真
の
詩
『
九
月
十
日
』

を
吟
じ
ま
す
。

◇
日
程　

八
月
四
日
（
日
）
と

　

十
一
日
（
日
）　

午
後
一
時
半

　

～
三
時

◇
対
象　

小
学
三
年
生
か
ら
中

　

学
一
年
生
※
保
護
者
同
伴
可

◇
参
加
無
料

◇
締
切　

七
月
十
七
日
（
水
）

は
じ
め
て
の
尺
八

（
尺
八
鈴
悟
会
）

　

尺
八
の
構
え
方
・
音
の
出
し

方
か
ら
始
め
ま
す
。
貸
し
出
し

楽
器
あ
り
ま
す
。

◇
日
程　

八
月
下
旬
か
ら
火
曜

　

夜
間
五
回
。
※
一
部
木
曜

◇
参
加
無
料

◇
締
切　

七
月
二
十
六
日
（
金
）

ワ
ン
コ
イ
ン30m

in

三
味
線
教
室

（
坪
内
流
）

　

一
回
三
十
分
の
三
味
線
教
室
。

楽
器
や
機
材
は
ご
用
意
し
ま
す

の
で
、
手
ぶ
ら
で
ど
う
ぞ
。
坪

内
流
公
認
講
師
が
丁
寧
に
指
導

し
ま
す
。
気
軽
に
和
の
心
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
程　

九
月
か
ら
夜
間
三
回 

　

※
一
回
で
も
可

◇
参
加
費　

一
回
五
百
円
。
※
三

　

味
線
の
持
ち
帰
り
有
料
二
千
円

◇
締
切　

八
月
二
十
三
日
（
金
）

は
じ
め
て
の
マ
ス
テ
ア
ー
ト

（
ひ
だ
あ
ー
と
ア
ー
ト
の
会
）

　

カ
ラ
フ
ル
な
マ
ス
キ
ン
グ
テ

ー
プ
を
使
っ
た
ち
ぎ
り
絵
ア
ー

ト
で
す
。
手
も
服
も
汚
れ
ま
せ

ん
♪
ど
の
年
齢
層
の
方
に
も
お

楽
し
み
頂
け
ま
す
♪

◇
日
程　

九
月
頃
か
ら
火
曜
午

　

後
三
回
（
月
一
回
）

◇
参
加
費　

一
回
千
円

◇
締
切　

八
月
二
十
三
日
（
金
）

池
坊 

い
け
ば
な
講
座

（
池
坊
斐
太
支
部
）

　

花
の
あ
る
生
活
で
心
に
潤
い

を
。
花
の
扱
い
、
生
け
方
な
ど

を
初
歩
か
ら
学
び
ま
す
。

◇
日
程　

九
月
か
ら
火
曜
午
後

　

三
回
、
木
曜
夜
間
三
回
。
三

文
化
協
会
加
盟
団
体
・
協
力
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

初
心
者
講
座
・
参
加
者
募
集

そ
の
実
態
は
凄
ま
じ
い
宮
中
権
力

闘
争
の
手
段
。
次
の
天
皇
に
な
る

子
を
宿
し
た
側
の
勝
ち
。
ま
あ
、

武
力
で
の
決
着
よ
り
平
和
的
で
は

あ
る
。

　

一
条
天
皇
の
皇
后
定
子
の
応
援

団
長
・
清
少
納
言
に
対
し
、
中
宮

彰
子
の
側
は
紫
式
部
。
そ
こ
に
平

安
王
朝
文
学
の
花
が
競
い
合
っ
て

咲
き
誇
る
。
枕
草
子
と
源
氏
物
語

の
清
紫
対
決
。

　
「
連
れ
込
む
な
、
私
は
急
に
泊

ま
れ
な
い　

紫
式
部
」
と
い
う
川

柳
が
あ
っ
た
。
や
は
り
十
二
単
で

は
な
ぁ
。

　

後
朝
の
前
に
は
前
夜
が
あ
る
。

明
け
な
い
夜
は
な
い
が
、
必
ず
ま

た
別
れ
も
あ
る
。

　
　
　
　

   　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

◇
料
金　

全
席
自
由
五
百
円

◇
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

さ
く
ら

　

ホ
ー
ル
管
理
事
務
所
（
支
所
二

　

階
）

第
六
回
　
飛
騨
俳
句
大
会（
誌
上
）

◇
募
集
要
項　

当
季
雑
詠
句
二
句

◇
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
て

　

七
月
一
日
（
月
）
必
着
で
郵
送

◇
投
句
無
料

セ
・
リ
ー
グ
公
式
戦
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ダ
ン
ス
に
出
演

（
チ
ア
ス
ク
ー
ルSPA

RKS

）

◇
日
時　

八
月
六
日
（
火
） 

中
日

　

対
横
浜 

午
後
六
時
試
合
開
始

◇
会
場　

長
良
川
球
場

◇
料
金　

チ
ケ
ッ
ト
代
が
必
要　

一般社団法人　高山市文化協会発行
〒506-0053 高山市昭和町1-188-1　高山市民文化会館内
Tel.0577-34-6550　Fax.0577-34-6877

メール● mail@takayama-bunka.org　　　
ホームページ● https://takayama-bunka.org

（文化会館の催し物案内はこのホームページでご覧ください。）
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テ ー マ

和

芸能と文化展
6/22土23日

6月22日（土）・23日（日）
午前9時30分～午後5時

（最終日午後4時まで）
1
2
3
4
5
6
7
8
9

長唄「飛騨風流」
清元 玉屋
郷音（尺八二重奏、水川寿也 作曲）

長唄「藤娘」
篝火（かがりび）

うす紅の宿・海峡浪漫
上田流尺八本曲 恋慕流し
長唄 花
連吟 御題小謡「和」、仕舞「藤戸」
長唄「まかしょ」
長唄 飛騨風流

長唄 柏豊会
西川流 潤歳の会
尺八鈴悟会
寿柳流 美怜の会
生田流箏曲 瀬音会
三喜流 凰千佳会
飛騨竹龍会
西川流 末広会
翔山会
高山日本舞踊協会
日本舞踊 菁風会

文芸

華道・嵯峨御流
華道家元池坊　斐太支部
誠光未生流 飛騨支部
高山飾り物保存会
玲和きもの研究会

3階-11

（華道）
（華道）
（華道）
（民芸）
（和装）

　

写真クラブ・アート飛騨
全日本写真連盟 飛騨支部
飛友会カメキチ

2階-6

（写真）
（写真）
（写真）

ひだ木版同好会
3階-10

（版画）

生活文化

美術

芸
能
発
表

1
2
3
4
5
6

7
8
9

津軽じょんがら節、高山音頭艶舞曲
WE ♥ CHEER
ひだやんさ・ひだ麦屋・こだいじん
ＺＵＭＢＡ®（ズンバ）
舞踊抄「春夏秋冬」
ハッピーブギ・ぼよよん行進曲・ジャンボリーミッキー
　　　　　　　　　ー 休憩30分    ー
暁友会「日曜教場」
Let’s I.O.I、Most Precious Love、Hot Shot
ミルクムナリ、雪山、陣屋太鼓
太極拳及び導引養生功
高山小唄・古川ぜんぜの子・郡上節（川崎）
Glazunov Suitesより
演武「力より技、技より心」
いつも何度でも、オブラディ・オブラダ

坪内流
高山チアスクール SPARKS
高山民謡保存会
クリスタルフィットネススタジオ・ズンバチーム
琴臣の會
COCON WINDS

公益（社）日本吟道学院暁友会 飛騨本部
ファンク・ジャム
高山陣屋太鼓保存会
岐阜県太極拳協会 高山支部
高山音頭会
今井クラシックバレエスクール 高山シティバレエ
世界誠道空手道連盟 誠道塾 愛知支部 高山道場
Music Book

飛騨俳句会　　
萌木会、木曜会

（俳句）
（短歌）

2階-5

（美術全般）

（書道）

夢創造事業の子ども作品展
　　　　

3階-11

（版画/写真）

第1部　　6月22日（土）午後3時30分～（小ホール）

第2部　　6月23日（日）午前11時～（大ホール）

文
化
展

高山文化フォーラム2024

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問合せ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

10
11

10
11
12
13
14

高山市民文化会館会場

ひだあーとアートの会
 
飛騨書道連盟

4階-7

高山市民文化会館 小ホール
日祝8 11

午後2時開演/午後1時30分開場

〔一般〕　　　　　　　 2，000円
〔メセナメイト会員〕　　　1，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円

チケット料金（税込） 全席指定

プレイガイド

高山市民文化会館　
ネット受付（特設ページより） 　
http://www.takayama-bunka.org/
wp6/20240811ginganight/

発売日

6月8日（土）
午前10時より一斉発売
ネット受付は午後1時から

孤独な少年ジョバンニが
親友カムパネルラと
銀河鉄道に乗り旅をする。
星々をめぐり様々な人に出会う中で
『生きる意味』そして『ほんとうの幸せ』
とは何かを見つける物語。
さあ、ジョバンニ達と一緒に、美しく
切ない銀河の冒険へ出かけよう！

銀河鉄道の夜

体験する童話劇

劇団：スタジオ・ポラーノ
原作：宮沢賢治

ワークショップあり 

ワークショップあり 

みなさんの文化活動の様子を、広く市民の皆様に知っていただく
催しです。多くの団体に発表していただきます。お楽しみに。

入場
無料


